
三つの「感」 
校長 村 瀬 清 史  

先日、徒歩で出勤する際、学校の上空を４羽の白鳥が飛んでいました。道内各地からも初雪の便りが聞かれ、本格

的な冬の訪れが間近に迫っていることを感じさせる季節となりました。 

10月 22日（日）に行われた文化祭では、4年ぶりとなる制限のない中での開催となり、多くの保護者・地域の皆様

に児童生徒の日常の学習の様子の一端を見ていただきました。皆様の目に子供たちの姿はどのように映ったでしょう

か。私個人としては、文化祭の準備を含め約 1か月、子供たちが時間を惜しんで準備を進めてきた様子を見聞するこ

ともあり、私の想像をはるかに超えるすばらしい発表となり「感動」しました。 

さて、すばらしい人生を送るためには、「三感」を大切にすることであるということが書かれてありました。それに

よると「三感」とは、 

 

 

 

 

 
 
 
これは、もともとはスーパーのユニーの創業者の西川俊男さんの言葉です。西川さんは、常々「人生の三感王にな

りなさい」と話しておられたそうです。 

 まず物事に「感動」する素直な心を持つことが大切です。そのためには、何にでも「関心」を持たなくてはなりま

せん。深い「関心」を持つことで、深く「感動」できるようになるということです。深い「関心」を持って、深く「感

動」できる心を持つ。そして三つ目として「感謝」する心を持つことが大切です。この三つの「感（関）」の頭文字を

とって、「三感王」ということです。このような「関心⇒感動⇒感謝」ができるようになれば、立派な「三感王」とい

うことになります。すばらしい人生を送るためには、いくつになっても「三感」の気持ちを持ち続け、実践すること

が大切ということです。 

 
 
 
 
最後になりますが、当日子供たちの発表に大きな拍手で応えていただいた保護者・地域の皆様に「感謝」申し上げ

ます。そして、このような「感動」を与える発表をしてくれた子供たちと、本校の教職員に「感謝」いたします。手

前味噌になりますが本校の教職員は、学習時間中の指導はもちろんのこと、放課後など職員室で教職員間で子供たち

の指導について相談する姿が毎日のように見られました。また総練習後の会議でも、子供たち一人一人が輝くよりよ

い発表となるために細部にわたって打ち合わせを行い、情報の共有を図りました。 

改めてこの文化祭に関わっていただいたすべての皆様に「感謝」申し上げます。ありがとうございました。 

日 曜 １１月 の 行 事 予 定 小:下校 中:下校 

1 水 中：参観日・学級懇談会（中3：進路説明会含む） １４：２０／１５：１０ １４：００ 

２ 木 中２：性の学習（浜中中） 小：委員会 １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

３ 金 文化の日   

４ 土    

５ 日    

６ 月  １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

７ 火 会議時程 １４：００／１４：５０ １５：００ 

８ 水 中３：学力テスト総合 C 小：SC 来校 第 2 回学校運営協議会 １４：２０ １４：２０ 

９ 木 小5‐中3：非行防止教室 １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

10 金 中：後期生徒総会 小：委員会 １４：００／１５：３０ １５：２０ 

11 土    

12 日 釧路管内PTA連合会研究大会釧路町大会   

13 月 朝会 １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

14 火 小：クラブ １４：００／１５：３０ １５：２０ 

15 水 中：職員室入室制限（～27日） 浜へき複研究大会（小：午前授業） １２：４０ １５：２０ 

16 木  １４：２０ １４：２０ 

17 金 小：委員会 中：委員会 １４：００／１５：３０ １６：００ 

18 土    

19 日 浜中町PTA連合会研究大会   

20 月 中：後期中間テスト 中：SC来校 １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

21 火  １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

22 水  １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

23 木 勤労感謝の日   

24 金 小：参観日・学級懇談会 １４：００ １５：２０ 

25 土    

26 日    

27 月  １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

28 火 小34：校内研究会※小34以外は午前授業 １２：５５／１４：００ １２：５５ 

29 水  １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

30 木 水槽清掃 １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

○ みんな仲良く生活する子どもになろう 

○ 深く考え進んで勉強する子どもになろう  

○ 健康な体と心をつくる子どもになろう 

○ きまりを守り最後までやりぬく子どもになろう 

○ 身のまわりを美しくできる子どもになろう 

 

第 ７ 号  

発行日 令和５年１０月３１日（火） 

＝学校教育目標＝ 浜中町立散布小中学校だより   

発行者 散布小中学校 

校 長 村 瀬 清 史 
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行事や下校時刻は、あくまでも予定です。週ごとの学年通信等でご確認ください。 

① 感（関）心をする（何事にも） 

→些細なことでも興味をもって行動をすることで、新しい世界や人との出会いがある。 

② 感動をする（体験） 

  →自分の脚で見る、聞く、触る、五感で体験して感動すること。 

③ 感謝をする（すべてに） 

 →物資の豊かさが先行して心が貧しくなってしまった。「当たり前」という認識は心を貧しくする。 

「感（関）心」：いくつになっても新しいものに興味を持ち続ける。 

「感動」：いくつになっても感動する心を持つ。 

「感謝」：いくつになっても感謝の心を忘れない。 

 



 
 

 
 10 月 2 日（月）、生徒会役員選挙を実施
し、新しい体制が決まりました。より良い学
校づくりに向けた主体的な活動に期待して
います。 

 
 
 
 10月4日（水）に釧路市へ行ってきまし
た。中央図書館とこども遊学館を訪れ、たく
さんの体験をしてきました。 
 

 

 
 

 
 10月16日（月）～27日（金）、北海道
教育大学釧路校の学生が2名、へき地体験実
習を行いました。子供たちと過ごすことで多
くのことを学び、「早く先生になりたい！」と
いう思いを強めてくれたようです。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小12：社会見学 

 

 

 

 

 10月2２日（日）、令和５年度文化祭を開催しました。数年ぶりに入場制限なしでの開催となりましたが、ご家族はもちろんのこと、多くの地域の皆様にも足

を運んでいただき、会場は大盛り上がりでした。どの学年も大変堂々とした発表でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 「全力」 ～笑顔輝く ちゅうるっぷ～ 


